
◆業務委託契約案件における随意契約（特名随意契約）の結果について（少額随意契約を除く）令和８年度第２四半期分
整理
番号 案件名称 委託種目 契約の相手方 契約金額(円)

（税込） 契約日 根拠法令 随意契約理由
（随意契約理由番号）

1 令和８年度舞洲工場外壁タイル改修工事監
理等業務委託 建設設計・監理 (株)昭和設計 3,102,000 令和8年7月7日 地方自治法施行令第167

条の２第１項第２号 Ｇ４

2 令和８年度　焼却工場自動計量システム更
新作業業務委託 情報処理 富士通ネットワークソ

リューションズ(株) 31,141,000 令和8年7月8日 地方自治法施行令第167
条の２第１項第２号 Ｇ４

3 令和８年度庁内情報利用端末におけるオフィ
スソフト更新作業業務委託 情報処理 （株）大塚商会 2,310,000 令和8年7月22日 地方自治法施行令第167

条の２第１項第２号 Ｇ４

4 令和８年度　平野工場蓄電池設備点検業
務委託 電気設備 古河電池（株） 5,128,200 令和8年8月21日 地方自治法施行令第167

条の２第１項第２号 Ｇ３

https://www.osaka-env-paa.jp/nyusatsu/koji/document/tokuzui-riyu_180525.pdf
https://www.osaka-env-paa.jp/nyusatsu/koji/document/tokuzui-riyu_180525.pdf
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随意契約理由書 

 

 

１ 案件名称 

   令和８年度 平野工場蓄電池設備点検業務委託 

 

２ 契約の相手方 

古河電池株式会社 

 

３ 随意契約理由 

                  今回点検を行う蓄電池設備は、無停電電源装置、直流電源装置、始動用直流電源装置について

点検を実施するものである。これらの装置は商用電源が停電又は遮断した場合に焼却設備の重要

機器へ安定的に電力供給を行うための電源装置であり、当工場の非常用電源装置は、古河電池株式

会社の独自の技術により、設計・施工されたものである。 

今回無停電電源装置、直流電源装置、始動用直流電源装置等の蓄電池設備を点検するにあたり、

既存設備との入出力信号のやり取りについて、双方向の確実性が点検できるのは本設備を設計・

施工した業者しか把握しておらず、ほかの業者では点検が不可能である。 

よって、点検後の設備全体の性能、作動状態等について、責任の一元化を図ることができる業

者は古河電池株式会社のみである。 

 

４ 根拠法令 

地方自治法施行令第 167条の２第１項第２号 

 

５ 担当部署 

大阪広域環境施設組合 平野工場 

（電話番号０６－６７０７－３７５３） 
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